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【資料編】 

 

１．人口と土地利用からみた練馬の特性 

 
～都内２位、全国基礎自治体の中でも有数の人口を擁する～ 

練馬区の人口は、平成2８年1月１日時点で71９,１0９人を数えます。 

平成 27年 1月時点の住民基本台帳の実績から全国の基礎自治体の人口を

見ると、東京都内では世田谷区に次ぐ 2番目、全国でも有数の人口規模を有

することが分かります。 

一方、高齢者人口（65歳以上）は平成27年1月１日時点で、約15万２

千人、高齢化率は21.３％と超高齢社会を迎えています。 

今後も高齢者人口の増加とともに高齢化が進むことが予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：練馬区「練馬区高齢者保健福祉計画 介護保険事業計画（第6期 平成27～29年度）」（平成27年3月） 
※平成23年～平成27年：実績値、平成28年～平成32年：推計

出典：「平成27年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）（総計）」（総務省） 
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（％） 【高齢者人口および高齢化率の推移】 

【全国の基礎自治体における人口順位】 

 順位 自治体名 人口（人） 順位 自治体名 人口（人）

1横浜市※ 3,722,250 16浜松市※ 810,317

2大阪市※ 2,670,766 17新潟市※ 804,413

3名古屋市※ 2,260,440 18熊本市※ 734,917

4札幌市※ 1,936,016 19静岡市※ 715,752

5神戸市※ 1,550,831 20相模原市※ 715,145

6福岡市※ 1,486,314 21練馬区 714,656

7川崎市※ 1,445,484 22大田区 707,455

8京都市※ 1,419,474 23岡山市※ 706,027

9さいたま市※ 1,260,879 24江戸川区 680,262

10広島市※ 1,188,398 25足立区 674,111

11仙台市※ 1,053,509 26船橋市 622,988

12北九州市※ 976,925 27鹿児島市 608,240

13千葉市※ 962,376 28川口市 589,205

14世田谷区 874,332 29八王子市 562,572

15堺市※ 847,719 30大分市 478,792

※政令指定都市 
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～約90％が住居系の用途地域～ 

用途地域※が指定されている区域状況を見ると、約90％が住居系の用途地

域となっています。中でも、第 1種低層住居専用地域が全体の約 60％を占

めています。こうした状況から、練馬区は住宅都市としての特性が高いこと

が分かります。 

※用途地域…都市計画法の地域地区のひとつで、建築物の用途の無秩序な混在を防ぎ、合理的な都市機能の維

持・増進を図ることを目的としている。住居、商業、工業など市街地の大枠としての土地利用を定めるもの

で、第一種低層住居専用地域など12種類があり、練馬区では、9種類を指定している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：練馬区産業経済部作成 

 

 

【用途地域等の指定状況】 

図－練馬区の用途地域イメージ図 

出典：練馬区「練馬区の土地利用」（平成26年３月） 
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２．産業構造と特性 

 
～生活関連産業が区内産業の中核～ 

練馬区の産業構造をみると、「卸売業、小売業」が事業所数および従業者数

ともに最も多く、次いで、事業所数では「建設業」、「宿泊業、飲食サービス業」

が続いており、従業者数では「医療、福祉」、「宿泊業、飲食サービス業」が続

いています。区部の分野別構成と比較すると、「建設業」、「生活関連サービス

業、娯楽業」、「医療、福祉」等の生活に関連する産業が多くなっています。 

 事業所数、従業員数の推移をみると、区内事業所が減少する中、「医療、福

祉」については、事業所数が増加傾向にあります。 

 

 

【練馬区と東京都区部における産業大分類別事業所数】 

 

練馬区 （比率） 区部（比率） 練馬区 （比率） 区部（比率）

全産業（公務を除く） 20,194 100.0% 100.0% 167,060 100.0% 100.0%

農業，林業 20 0.1% 0.0% 147 0.1% 0.0%

漁業 - - 0.0% ‐ - 0.0%

鉱業，採石業，砂利採取業 - - 0.0% ‐ ‐ 0.0%

建設業 2,403 11.9% 6.0% 17,501 10.5% 5.3%

製造業 926 4.6% 8.5% 7,884 4.7% 7.4%

電気・ガス・熱供給・水道業 10 0.0% 0.1% 402 0.2% 0.4%

情報通信業 379 1.9% 3.9% 3,163 1.9% 10.3%

運輸業，郵便業 887 4.4% 2.9% 12,860 7.7% 5.4%

卸売業，小売業 4,773 23.6% 24.8% 39,130 23.4% 22.5%

金融業，保険業 248 1.2% 1.8% 3,776 2.3% 5.2%

不動産業，物品賃貸業 2,019 10.0% 9.4% 6,938 4.2% 4.1%

学術研究，専門・技術サービス業 872 4.3% 7.1% 4,260 2.5% 5.2%

宿泊業，飲食サービス業 2,250 11.1% 14.2% 17,808 10.7% 9.5%

生活関連サービス業，娯楽業 1,893 9.4% 6.9% 10,176 6.1% 3.8%

教育，学習支援業 754 3.7% 2.2% 8,450 5.1% 3.3%

医療，福祉 1,869 9.3% 5.8% 24,768 14.8% 6.1%

複合サービス事業 68 0.3% 0.3% 663 0.4% 0.2%

サービス業（他に分類されないもの） 823 4.1% 6.2% 9,134 5.5% 11.1%

民営事業所数 従業者数

 
 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「平成24年経済センサス-活動調査」（総務省） 

 

練馬区 （比率） 練馬区 （比率）

第1位 4,773 23.6% 39,130     23.4%

第2位 2,403 11.9% 24,768     14.8%

第3位 2,250 11.1% 17,808     10.7%

第4位 2,019 10.0% 17,501     10.5%

第5位 1,893 9.4% 12,860     7.7%

民営事業所数 従業者数

　卸売業，小売業

　医療，福祉

　宿泊業，飲食サービス業

　建設業

　運輸業，郵便業

　卸売業，小売業

　建設業

　宿泊業，飲食サービス業

　不動産業，物品賃貸業

　生活関連サービス業，娯楽業
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【練馬区における産業大分類別事業所数の推移】 

 

 

 

 

 

 

【練馬区における産業大分類別従業者数の推移】 

 

 

 

 

 

 
出典：「平成18年事業所・企業統計調査」「平成21 年経済センサス-基礎調査」 

「平成24年経済センサス-活動調査」（総務省） 

 

 

～大半を占める小規模事業所～ 

練馬区の従業者数規模別事業所数をみると、従業者数が19人以下の事業所

が全体の91.4%を占めており、小規模事業所が多くなっています。 

 

 

【練馬区の従業者数規模別事業所数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「平成24年経済センサス-活動調査」（総務省） 

 

 

 

 

 

54.6%

62.0%

20.7%

18.5%

12.4%

10.9%

4.5%

3.8%

3.2%

2.5%

2.2%

1.5%

1.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区部

練馬区

1～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上

平成18年 平成21年 平成24年 対平成18年比
全産業（公務を除く） 21,499 22,126 20,194 93.9%
製造業 1,164 1,160 926 79.6%
運輸業，郵便業 1,369 1,123 887 64.8%
卸売業，小売業 5,520 5,229 4,773 86.5%
医療，福祉 1,789 1,865 1,869 104.5%

平成18年 平成21年 平成24年 対平成18年比
全産業（公務を除く） 170,340 184,150 167,060 98.1%
製造業 10,235 10,186 7,884 77.0%
運輸業，郵便業 12,293 13,416 12,860 104.6%
卸売業，小売業 42,140 40,648 39,130 92.9%
医療，福祉 21,846 26,245 24,768 113.4%
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３．練馬の農業 

 
～農家戸数と農業従業者数は減少傾向～ 

農家戸数と農業従業者数は減少傾向にあるとともに、61歳以上の農業者が

全体の６割を超えるなど、高齢化が進んでおり、後継者育成が喫緊の課題とな

っています。 

 

【農家戸数・農業従事者数の推移】   【農業従業者の年代別比率】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：練馬区農業委員会「農業経営実態調査」（平成26年度） 

 

～求められる農地保全～ 

区内の農地面積は、23区で１番の規模を有していますが、宅地化農地を中

心に年々減少しています。区民の農地を残すことに対する考えをみると、８割

弱が「残してほしい」という意向を示しています。 

 
【農地面積（課税面積等）の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※農地面積：各年１月１日現在の課税面積に基づく数値 

※生産緑地：各年の都市計画の公示に基づく数値 ○宅地化農地：市街化区域内農地面積－生産緑地 

          出典：練馬区産業経済部資料（平成26年度） 
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【農地を残すことに対する区民の考え】  

ｎ=157 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：練馬区「モニターアンケート報告書」（平成26年度） 

 

 

 

 

～高まる農とのふれあいに対する区民の意向～ 

練馬区には区民農園、市民農園、農業体験農園などの区民が農に親しむ場

があり、特に、平成19年に８園が開園したブルーベリーの摘み取り農園は、

平成27年には29園まで増加しています。区のモニターアンケート結果から

も農とのふれあいに対する区民の意向の高さが見られます。 

 

 

【農とのふれあいに対する区民の意向】 

ｎ=157 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

出典：練馬区「モニターアンケート報告書」（平成26年度） 
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てほしい, 39.5%
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い, 10.8%

わからない, 1.9%
その他, 1.3%

無回答, 8.3%

58.6%

38.9%

38.2%

15.9%

12.1%

4.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ブルーベリーなど観光農園で果物の摘み取りをしてみたい

農家の畑で野菜の収穫を体験してみたい

区民農園や農業体験農園などで農作業を体験してみたい

農家の農作業を手伝ってみたい

ふれあってみたいとは思わない

農業に従事できるよう本格的に学び、将来は農業に携わりたい
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４．アニメ産業の状況 

 
～日本最大数のアニメ企業が集積～ 

国内のアニメ制作会社数の9割弱が東京都に集中しており、特に、練馬区、杉

並区を中心に、西武池袋線、中央線沿線に大きな集積を形成しています。そのな

かでも練馬区は79件と最も多くのアニメ制作会社が立地しています。 

立地企業からは同業者が多く、連携が図りやすい事業環境が評価されています。 

 

【都道府県別アニメ制作会社数】 【東京都におけるアニメ制作会社の集積状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 【練馬区に立地するメリット】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=45 

出典：練馬区「平成25年度練馬区ものづくり産業等実態調査報告書」（平成2６年3月） 

都道府県名 件数 比率
北海道 2 0.5%
岩手県 1 0.2%
宮城県 1 0.2%
福島県 2 0.5%
茨城県 2 0.5%
千葉県 1 0.2%
埼玉県 13 3.1%
神奈川県 3 0.7%

東京都 365 87.1%

新潟県 2 0.5%
長野県 3 0.7%
富山県 1 0.2%
石川県 1 0.2%
福井県 1 0.2%
静岡県 1 0.2%
愛知県 2 0.5%
京都府 1 0.2%
大阪府 13 3.1%
兵庫県 1 0.2%
徳島県 1 0.2%
福岡県 1 0.2%
沖縄県 1 0.2%
合計 419 100.0%

44.4%

42.2%

37.8%

33.3%

15.6%

11.1%

8.9%

6.7%

4.4%

2.2%

2.2%

2.2%

8.9%

8.9%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

同業者が多い

同業者との連携が図りやすい

現行取引先が近くに立地

鉄道・道路等の交通利便性が高い

家賃・地価が安い

多様な外注先が近くに集積

通勤が便利

勤務中の利便性（飲食店が近い等）

従業員の生活環境の良さ

求める人材が集めやすい

材料屋が近くに立地

地域イメージがよい

特にない

その他

無回答

 

出典：「アニメ産業レポート2013」（一般社団法人日本動画協会） 
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～アニメ制作会社が抱える課題～ 

アニメ制作会社が抱える課題点は、経営力の強化や売上等に次いで、人材育

成が課題となっています。 

  

 

 

【事業推進上の課題点】 

             ｎ=45 
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オリジナル作品の制作への取組

版権を活かしたビジネスの拡大

新たな事業分野への参入

自社内制作費のコストダウン

適切な工程管理

外注先が確保できない

海外への販売

情報発信ができない

アニメーターが不足

アニメーターの育成

工程管理に係る人材が不足

経営・営業に係る人材が不足

制作に必要な設備・機器の導入

新技術の導入

事業所が手狭になっている

事業所の家賃が大きな負担になっている

経営力の強化

運転資金の調達

取引先との契約等の取引手続き

雇用者との契約の手続き

その他
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出典：練馬区「平成25年度練馬区ものづくり産業等実態調査報告書」（平成2６年3月） 
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５．商店街の状況 

 
～練馬区の商店街の現況～ 

商業の中心として区民生活を支えてきた商店街においては、後継者不足、大

型小売店・コンビニの進出等により個店が減少傾向となり、平成 12 年度に

122商店会あった数が平成 27年 7月 1日現在には 103商店会（会員数

4,296人）に減少しています。 

区内商店会の内訳を見ると、不動産・サービス業の割合が大きく、生鮮３品

取扱店の割合が小さくなっています。 
 

 

            

 

【商店会数と会員数の推移】          【区内商店会員内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：練馬区「商店会調査報告書」（平成27年7月1日）  
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～商店街が抱える課題と空き店舗の状況～ 

商店街が抱えている問題点として、約７割が個店の後継者問題を、約半数が

商店街組織の人材問題をあげており、人材が課題となっています。 

区内空き店舗数は減少傾向にありますが、平成27年度は、約170店舗の空

き店舗が存在しています。 

 

 

【商店街が抱えている問題点】 

                ｎ=98 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：練馬区「練馬区商店街実態調査報告書」（平成22年3月）      

 

 

【区内商店会における空き店舗数の推移】 
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出典：練馬区「商店会調査報告書」（平成27年7月1日）        
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